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―子どもが進んで取り組む日本語学習を目指して―



・散在地域のため、専任教員はほとんどいない。

・日本語指導の必要な児童、生徒数は40～60名

・１校に多くて５～６人、1人しかいない学校も多い。

・外部支援者（松本市子ども日本語教育センターの日本語教育支援員）が学校へ派遣される。

長野県松本市の特徴



実践の背景と目的

・おしゃべりができても、読み書きができない・・・

・学校文化を知らなく、生活の適応に時間がかかる・・・

・学習参加のためには、読み書きの力は不可欠

・言葉の支援だけでなく、学校適応も視野に入れた指導が必要

『学校生活のためのにほんご やまのぼり』
を作成し、実践した。











実践例１ 読み書きのハードルを下げる

・ 役割分担して音読する。

→ 読む負担が軽減され、進んで読むようになった。

→ 誰のセリフか、また、会話文と地の文の区別ができるようになった。

・ 学習した文型で書かれたまとまりのある文章を読む。

→ 無理なく内容を理解できた。

→ 読むことへのハードルが下がり、本に興味を持った。

実践の内容



２合目１課の「よみましょう」

３合目２課の「よみましょう」

５合目１課の「よみましょう」



・おしゃべりはできるが、作文を書くとき助詞がぬける。

→ 文の並べ替え問題で助詞の存在や機能に意識を向けさせる。

→ 助詞に意識が向き、話し言葉と書き言葉の違いを視覚的に学ぶことができた。





実践例２ 行事に無理なく参加するために

・みんなと同じように学校行事に参加できない。

例）集合時間をまちがえる。 持ち物がそろわない。など

行事に困惑したまま参加したり、参加できず子どもや親が困る。

お便りを渡し説明してもうまく伝わらず、教師も困惑する。

・学校文化を知らないため、何のために行うのか理解できないまま参加している。

例）通学路を守らない。
毎日走ってはいるが、そもそもマラソンを走る意義がわからない。など



→ お便り例で、情報の読み取りポイントを確認
した。

→ 実際に配布されたお便りを一緒に読み、
大切なポイントがわかった。

→ 集合時間や持ち物など気にかけ、自主的に
質問するようになり、お便りが読めない保
護者に伝えられるようになった。

→ 教師側も子どもが何で困っているのか意識が
向くようになった。

→ 学校生活が安定することで、学習意欲につな
がる。



結果と考察

➀ 子どもたちの姿の変容

・読み書きに対し、抵抗を示すことが少なくなった。

➁ 支援員の意識の変化

・文型だけを教えるのではなく、子どもにとって今どんな言葉が必要なのか、
目が向くようになった。

➂ 学校教員の意識の変化

・日本語支援員と情報共有して、原学級での日本語が母語でない子どもへの配慮の
仕方など工夫を始めた。

④ 今後の課題

・ 日本語の課題が様々な子ども（例えば日本生育や学び直しの児童生徒）へいかに
活用できるか実践例が少ない。

→ 教材を活用した実証を重ね、検証していく。
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